
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 

7月 30日（火） 
●開場：１８：００ 開演：１８：３０ 

●会場：モーツァルト・サロン（右下図） 

地下鉄谷町線「南森町」駅より西へ徒歩約 5分 

●チケット：前売り／２000 円 当日／２５00円 

         

 

  

アジアの青少年のためのチャリティーコンサート 

ソプラノとヴァイオリンの調べ 

コンサートの収益金は 8月に開催されます「第 3回アジアユー

スサミット」（アジア 14か国の高校生の国際会議）のために充

てられます。このコンサート飯田精三様、石橋千絵様、岡部夕

紀子様、岡田万規子様のご協力により実現が可能になりました。

心よりの感謝を申しあげます 

主催 公益社団法人アジア協会アジア友の会 

〒550-0002 大阪市西区江戸堀 1-2-14 肥後橋官報ビル 5F 

Tel 06-6444-0587    /    Fax 06-6444-0581 

HP: http://www.jafs.or.jp  e-mail:asia@jafs.or.jp   

   

●お問い合わせ 

演奏曲目 

オペラ「椿姫」より「乾杯の歌」ヴェルディ 

オペラ「ジャンニ・スキッキ」より「私のお父様」プッチーニ 

「Time to say good bye」 フランチェスコ・サルトーリ 

「オズの魔法使い」より「虹の彼方に」ハロルド・アーレン 

「マイフェアレディ」より「踊り明かそう」フレデリック・ロウ 

日本唱歌 「ふるさと」  岡野貞一 

他 

http://www.jafs.or.jp/


 

 

 

 
石橋 千絵  Chie Ishibashi    （ヴァイオリン） 
 

神戸山手女子高校音楽科ヴァイオリン専攻を経て、相愛大学音楽学部器楽科ヴァイオリン専攻

卒業。ウィーン国立音楽大学にて、エリザベト・クロプフィッチュ女史のクラスで研鑽を積む。

大塚真由美、村上京子、小栗まち絵、林 泉、各氏に師事。 

神戸朝日ホール、西宮プレラホールにて、ウィーン・イェストリオ室内楽演奏会に出席し、エ

リザベト・クロプフィッチュ氏と共演。 オーストリア・ミュルツーシュラクにてウィーン国

立音楽大学教授ヨハネス・クロプフィッチュ氏と共演。 オーストリア・カミングにて、ショ

パンフェスティバルに出演。神戸にて、ローマ・サンタチェチリア音楽院教授ミケーレ・イン

チェンツォ氏（クラリネット奏者）と共演。  

門田展弥氏作曲「クラリネットとヴァイオリンのためのトリオ」を CD 録音。 

明石市民会館にて北西ドイツフィルハーモニー管弦楽団とモーツアルト「ヴァイオリンとヴィ

オラの為の協奏交響曲」を共演。「アンサンブル・ラ・フォンテーヌ」メンバー 

岡部夕紀子 Yukiko Okabe        (ソプラノ) 
 

神戸山手女子高等学校音楽科を経て、大阪音楽大学音楽学部声楽学科卒業。２００６年  

神戸、ロンドン。２００７年 京都、神戸、ロンドン。２００８年 神戸においてイギリス

のロイヤル・オペラ・ハウスで活躍中のバリトン歌手、アンドリュー・メイヤー氏と共演。

２００７年 イタリアのピアニスト、ダリオ・ボヌッチェッリ氏、スイスのクラリネット奏

者、エリザベート・ガンター女史と共演、２００９年イタリアのローマ・サンタチェチリア

国立音楽院オーケストラ、元首席クラリネット奏者のミケーレ・インチェンツォ氏と共演す

る。神崎章子、高須礼子、ブルーノ・ダル・モンテ、井上和世、益子明美の各氏に師事。神

戸音楽家協会会員。関西歌曲研究会会員。神戸フォーレ協会会員。ソワレの会会員。 

 

  

岡田万規子 Makiko Okada    （ピアノ） 

兵庫県立西宮高等学校音楽科卒 神戸女学院大学音楽学部音楽学科ピアノ専攻卒  

上田京、湊朱美、池田寿美子、岡原慎也の各氏に師事 

 「コールつるかぶと」ピアニスト 後進の指導にあたっている 

 

 

演奏者プロフィール 

 

公益社団法人 アジア協会アジア友の会とは 

Japan Asian Association and Asian Friendship Society (JAFS) 

 

アジア協会アジア友の会とは、国際協力ＮＧＯです。「渇くアジアと世界に水を！」を活動

のテーマとして、現在、アジア 9 か国にて安全な飲料水（井戸、パイプライン）を贈り、

アジアの農村の人々の生活を支えることを活動の主としています。この活動の他にも、学

校へ行きたくても行けない子どもたちの教育を支えたり、不衛生な生活環境により病気に

なる人々の生活環境を変えたり、悪化していく自然環境を保全するなど、様々な活動を展

開し、「生きてきて良かったと思える」社会作りを目指しています。アジア・ユースサミッ

トは、地球の未来を作り出す、青少年とそのネットワークを作り出すきっかけ作りとした

プログラムです。 

 

   

 

 

第 3回アジア・ユースサミット  The 3
rd

 Asia Youth Summit 

 

日本を含めたアジア 14カ国の青少年たちが、日本にて一同に会して、「環境とモラル ～い

のちを守る食の行方、現在から未来へ」をテーマ下に、事前調査のプレゼンテーションの

発表、プレゼンテーションからの課題をグループディスカッションにて討議し、課題に対

する解決方法を見出し、共通のアクションプランを策定、採択をする合宿形式の国際会議

です。生活背景や文化の全く異なるアジアの若者たちが合宿しながら、協働で共通のアク

ションプランをプレゼンテーションやディスカッションを通して見出していきます。共通

で見出されるのは、アクションプランだけではなく、これらの一連の作業により培われた

青少年の未来の友情です。 

 


